
　戦後70年、日本を取り巻く国際環境は大きく変化しま
した。中国の著しい台頭の一方で、米国の影響力は相
対的に低下しつつあると言われています。
　こうしたなかで日本の安全保障政策はどうあるべき
か？ 集団的自衛権容認の是非、現行憲法との関連な
どさまざまな論点が示されています。
　経済的な観点からは、環太平洋経済連携協定
（TPP）に加盟することによって日本経済の活路を見出
だそうとする考えがある一方で、農業など日本の食料
政策に重大な影響を及ぼすとして慎重な対応を求める
声も少なくありません。
　また、地球温暖化など気候変動の問題が世界の大
きな関心事となっていますが、年末パリで開催される国
際会議COP21において国際社会はどのような方向を
打ち出すのでしょうか？
　日本国内では、人口減少、少子高齢化が進むなか
で、年金・医療・介護・子育てなど社会保障政策のあり
方が問われています。また年々増大する社会保障関係
の財源をどのようなかたちで手当てするのか？ さらに
は日本の経済社会の構造変化を踏まえて、所得税・法
人税・消費税などの税制の仕組みを見直す必要はな
いのでしょうか？

　内外のさまざまな課題に直面する日本。これに対し
て、今、霞ヶ関は何を考え、どう動こうとしているのでしょ
うか？ 今回の丸の内講座は、「2015年度政策総点検」
というテーマで、戦後70年を迎えた日本の現在と未来
について、皆さんとともに考えたいと思います。

丸の内講座 監修
関西学院大学教授

NEWS ZERO メーンキャスター
村尾 信尚

「2015年度政策総点検」

（                   ）
時 間…18：30～20：30
受講料…30,000円「軽食付」
定 員…40名
会 場…東京丸の内キャンパス

同窓生割引24,000円
※他の優待との併用は出来ません。

全6回

エグゼクティブコース
【テーマ】 「2015年度政策総点検」

1955年      岐阜県高山市生まれ
1974年3月　 岐阜県立斐太高校卒
1977年10月　国家公務員上級試験（経済）合格
1978年3月　 一橋大学経済学部卒
1978年4月　 大蔵省入省 関税局企画課
1980年9月　 大臣官房調査企画課
1981年7月　 大臣官房付（外務研修）
1982年5月　 外務省在ニュー・ヨーク日本国総領事館副領事
1985年7月　 大蔵省理財局国庫課課長補佐
1987年7月　 主計局総務課課長補佐
1988年6月　 主計局主計官補佐（公共事業第二係主査）
1990年7月　 理財局資金第一課課長補佐
1993年7月　 大臣官房企画官兼理財局資金第一課
1995年7月　 三重県総務部長（1998年4月から総務局長）
1998年7月　 大蔵省主計局主計官（外務、通産、経済協力係担当）
2000年7月　 主計局主計官（外務、経済協力、経済産業係担当）
2000年8月　 理財局資金第二課長

2001年1月　 財務省理財局計画官（内閣・財務、厚生労働・文部科学、
                経済産業、国土交通係担当）
2001年7月　 財務省理財局国債課長
2002年7月　 環境省総合環境政策局総務課長
2002年12月   環境省退官
2003年10月   関西学院大学教授
2006年10月  NEWS ZERO（日本テレビ系列）メーンキャスター

著書
「無名戦士たちの行政改革～WHY NOT の風～」
（村尾信尚・監修）関西学院大学出版会（2007年）
「日本を変えるプランＢ」
（村尾信尚・責任編集）関西学院大学出版会（2005年）
「「行政」を変える！」講談社現代新書（2004年）
「役所は変わる。もしあなたが望むなら」淡交社（2001年）
「動きだした地方自治体改革」
（村尾信尚、森脇俊雅共著）関西学院大学出版会（1999年）

村尾信尚プロフィール
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関西学院大学
丸の内講座
ごあいさつ
関西学院大学
学長  村田 治

　関西学院大学の「丸の内講座」は2004年の秋に初めて開
講され、今年で12年目になります。本学が「丸の内講座」を開
講した背景には、東京での情報発信もありますが、基本的に
は、社会人へのリカレントを含む学習の場を提供することにあり
ます。大学の役割は、研究と教育であることは言うまでもないこ
とですが、大学の資源を活かして、社会に対して学習の場を
提供することも大きな役割であると考えております。
　開設当初はエグゼクティブコースのみでしたが、現在は、エグ
ゼクティブコース、ビジネス＆アカウンティングコース、マネジメント
コース、ナレッジコースの4つのコースから構成されています。
　基本的なコンセプトとしましては、エグゼクティブコースは、社
会の第一線で活躍されている企業や団体のトップ層を対象と
した、マクロ的な視点でわが国の様々な問題を考えるための
コースとなっています。本年度の秋学期は、「2015年度政策総
点検」をテーマとした、グローバルな視点からの企画となってい
ます。ビジネス＆アカウンティングコース、マネジメントコースは、
比較的若い社会人の方を対象に、ビジネスや経営の具体的な
問題についてのスキルや手法を身につけて頂くことを狙いとし
ています。特に、マネジメントコースは、25名の定員で授業後の
交流も盛んであり、いわば、異業種間交流の場としての役割も
果たしています。ナレッジコースは、リタイヤされた方も含めあら
ゆる年齢層を対象とした教養講座となっております。
　皆様方が、それぞれのニードにあった講座を受講され、これ
から人生が豊かになることを心から願っております。
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